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１ 目的 

予算編成における意思決定過程の公表は、市民の皆様からお預かりした税金を無駄に

することなく、いかに効率よく効果的な事業に配分をしていくかなどの説明責任を全う

することを目的に行っているものです。 

予算編成過程を分かりやすく公表し、積極的な行政情報の「見える化」に取り組んで

います。 

２ 公表の内容 

予算要求及び査定の状況（会計別・款別・事務事業別の要求と査定経過） 

３ 本資料について 

（１）本資料は、平成２７年２月補正予算編成における、各局の予算要求から財政局長・

市長査定を経て、議会へ提出した予算案を編成する過程を示したものです。 

（２）査定とは、各局から要求のあった経費の妥当性などを調査し、決定することをいい

ます。今回の公表では、財政局長査定額と市長査定額を掲載しています。 

（３）２月補正予算の編成過程は、歳出の増額補正や予算の繰越などが発生している事業

を中心に掲載しています。２月補正予算は、多くの事業において国庫補助金等の確定

に伴う歳入の減額や、入札の結果により不用額が生じた事業の減額などを行うため、

各事業の概要に掲載された事業の補正額は、予算書に掲載された補正額と一致しない

場合があります。 

（４）問い合わせ先 

① 事業の内容及び予算要求内容 ⇒ 各事業所管課 

② 事業の査定結果 ⇒ 財政課 
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４　予算要求及び査定の状況（議案第1号）
（１）　会計別一覧

（単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

472,391,760

国 民 健 康 保 険 事 業 117,987,229

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 19,535,000

介 護 保 険 事 業 73,443,686

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 業 67,773

食肉中央卸売市場及びと畜場事業 353,500

用 地 先 行 取 得 事 業 934,000

大 宮 駅 西 口 都 市 改 造 事 業 2,040,500

深 作 西 部 土 地 区 画 整 理 事 業 17,000

東 浦 和 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 2,029,000

浦和東部第一特定土地区画整理事業 2,012,000

南 与 野 駅 西 口 土 地 区 画 整 理 事 業 748,000

指 扇 土 地 区 画 整 理 事 業 630,500

江 川 土 地 区 画 整 理 事 業 542,000

南 平 野 土 地 区 画 整 理 事 業 23,500

大門下野田特定土地区画整理事業 43,500

公 債 管 理 97,146,000

計 317,553,188

企 水 道 事 業 46,963,085

業 病 院 事 業 19,029,453

会 下 水 道 事 業 51,298,633 0 0 0 0

計 計 117,291,171 0 0 0 0

907,236,119 0 0 0 0

※下水道事業会計の補正については、収益的支出の調整による。

会 計 名

一 般 会 計

特

別

会

計

合 計

-2-



（２）　事務事業別の要求と査定経過
（企業会計） （単位：千円）

②建設局/下水道部/下水道財務課

予算書 下水道事業会計補正予算書 要求 0

〔要求と査定経過〕

A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

財政局長

市長

会計名 下水道事業会計 補正額

　下水道施設の整備及び維持管理を実施します。
　誤賦課による下水道使用料の還付及び返還を行うため、補正を行うものです。

①建設局/下水道部/下水道総務課

補正前予算額

0

局/部/課

＜事業の目的・内容＞ 0

局/部/課

51,298,633

0

査定区分

収益的支出の調整

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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５　予算要求及び査定の状況（議案第2号～第15号）
（１）　会計別一覧

（単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

472,391,760 △ 13,679,466 △ 13,740,859 △ 13,740,859 △ 13,740,859

国 民 健 康 保 険 事 業 117,987,229 557,917 557,917 557,917 557,917

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 19,535,000 50,143 50,143 50,143 50,143

介 護 保 険 事 業 73,443,686 △ 3,915 △ 3,915 △ 3,915 △ 3,915

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 業 67,773

食肉中央卸売市場及びと畜場事業 353,500 72,176 72,176 72,176 72,176

用 地 先 行 取 得 事 業 934,000

大 宮 駅 西 口 都 市 改 造 事 業 2,040,500 △ 213,803 △ 213,803 △ 213,803 △ 213,803

深 作 西 部 土 地 区 画 整 理 事 業 17,000

東 浦 和 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 2,029,000 △ 351,363 △ 351,363 △ 351,363 △ 351,363

浦和東部第一特定土地区画整理事業 2,012,000 △ 138,645 △ 138,645 △ 138,645 △ 138,645

南 与 野 駅 西 口 土 地 区 画 整 理 事 業 748,000 △ 84,000 △ 84,000 △ 84,000 △ 84,000

指 扇 土 地 区 画 整 理 事 業 630,500 △ 143,075 △ 143,075 △ 143,075 △ 143,075

江 川 土 地 区 画 整 理 事 業 542,000 △ 12,030 △ 12,030 △ 12,030 △ 12,030

南 平 野 土 地 区 画 整 理 事 業 23,500

大門下野田特定土地区画整理事業 43,500

公 債 管 理 97,146,000 △ 266,214 △ 266,214 △ 266,214 △ 266,214

計 317,553,188 △ 532,809 △ 532,809 △ 532,809 △ 532,809

企 水 道 事 業 46,963,085

業 病 院 事 業 19,029,453 41,714 41,714 41,714 41,714

会 下 水 道 事 業 51,298,633 △ 1,044,454 △ 1,044,454 △ 1,044,454 △ 1,044,454

計 計 117,291,171 △ 1,002,740 △ 1,002,740 △ 1,002,740 △ 1,002,740

907,236,119 △ 15,215,015 △ 15,276,408 △ 15,276,408 △ 15,276,408

会 計 名

一 般 会 計

特

別

会

計

合 計
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（２）　款別一覧(一般会計)
（歳　入） （単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

1 市 税 221,513,304 2,600,000 2,600,000 2,600,000 2,600,000

2 地 方 譲 与 税 2,955,701     

3 利 子 割 交 付 金 417,000     

4 配 当 割 交 付 金 656,000     

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 129,000     

6 地 方 消 費 税 交 付 金 14,282,000     

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 73,000     

8 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 1     

9 自 動 車 取 得 税 交 付 金 683,001     

10 軽 油 引 取 税 交 付 金 5,889,001     

11 地 方 特 例 交 付 金 915,000 △ 10,517 △ 10,517 △ 10,517 △ 10,517

12 地 方 交 付 税 6,007,000     

13 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 424,000     

14 分 担 金 及 び 負 担 金 4,527,057 △ 11,272 △ 11,272 △ 11,272 △ 11,272

15 使 用 料 及 び 手 数 料 6,385,331 △ 222,192 △ 222,192 △ 222,192 △ 222,192

16 国 庫 支 出 金 82,380,959 △ 7,544,258 △ 7,544,258 △ 7,544,258 △ 7,544,258

17 県 支 出 金 17,059,290 △ 339,507 △ 370,203 △ 370,203 △ 370,203

18 財 産 収 入 1,095,765 △ 124,350 △ 124,350 △ 124,350 △ 124,350

19 寄 附 金 219,761 809 809 809 809

20 繰 入 金 11,196,855 △ 5,350,514 △ 5,381,215 △ 5,381,215 △ 5,381,215

21 繰 越 金 3,406,384 2,688,435 2,688,435 2,688,435 2,688,435

22 諸 収 入 31,039,350 △ 163,039 △ 163,035 △ 163,035 △ 163,035

23 市 債 61,137,000 △ 5,203,061 △ 5,203,061 △ 5,203,061 △ 5,203,061

472,391,760 △ 13,679,466 △ 13,740,859 △ 13,740,859 △ 13,740,859

（歳　出） （単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

1 議 会 費 1,682,857 10,364 10,364 10,364 10,364

2 総 務 費 44,800,739 1,800,859 1,800,859 1,800,859 1,800,859

3 民 生 費 171,548,980 △ 1,923,643 △ 1,923,643 △ 1,923,643 △ 1,923,643

4 衛 生 費 52,865,275 △ 117,205 △ 178,598 △ 178,598 △ 178,598

5 労 働 費 611,763 △ 74,857 △ 74,857 △ 74,857 △ 74,857

6 農 林 水 産 業 費 1,629,600 101,453 101,453 101,453 101,453

7 商 工 費 16,321,510 △ 318,357 △ 318,357 △ 318,357 △ 318,357

8 土 木 費 83,644,980 △ 12,247,897 △ 12,247,897 △ 12,247,897 △ 12,247,897

9 消 防 費 16,871,681 69,202 69,202 69,202 69,202

10 教 育 費 34,050,947 △ 830,268 △ 830,268 △ 830,268 △ 830,268

11 災 害 復 旧 費 5 　    

12 公 債 費 48,163,423 △ 149,117 △ 149,117 △ 149,117 △ 149,117

13 予 備 費 200,000 　    

472,391,760 △ 13,679,466 △ 13,740,859 △ 13,740,859 △ 13,740,859

款

歳  入  合  計

款

歳　出　合　計

-5-



（３）　事務事業別の要求と査定経過
（一般会計） （単位：千円）

41

43

43

局/部/課 都市戦略本部/行財政改革推進部 〔要求と査定経過〕

款/項/目 予算書Ｐ. 要求 2,700,0002款 総務費/1項 総務管理費/9目 行政管理費

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 2,700,000

　市の公共施設の計画的な保全及び更新を行うことにより、安心・安全で持続的な
施設サービスの充実を図るため、｢公共施設マネジメント基金｣を設置し、中長期的
な視点に基づき財源を確保する必要があることから、補正を行うものです。

市長 2,700,000

査定区分 A

補正前予算額 －

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 559,864

　給与改定に伴う影響額及び職員構成の変動等に伴う増減額を補正するとともに、
特別会計の一部及び病院事業会計においても、同様に不足額を補正することに伴
い、特別会計繰出金及び病院事業会計繰出金の補正を行うものです。

市長 559,864

査定区分 A

補正前予算額 －

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 公共施設マネジメント基金積立金 補正額 2,700,000

補正前予算額 1,012,379

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 職員人件費（職員課）外6事業 補正額 559,864

局/部/課 総務局/人事部/職員課外6課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 要求 559,8641～5、7～10款 議会費～教育費(農林水産業費を除く) 予算書Ｐ. 41～81

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/11目 自治振興費 予算書Ｐ. 要求 1,008

事務事業名 文化財産等取得基金積立金 補正額 1,008

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/文化振興課 〔要求と査定経過〕

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 10,408

事務事業名 議員報酬 補正額 10,408

局/部/課 議会局/総務部/総務課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 1款 議会費/1項 議会費/1目 議会費 予算書Ｐ. 要求 10,408

　議員報酬、期末手当、市議会議員年金の公費負担金等を支払います。また、議員
の健康増進・健康維持管理を目的として健康診断を実施します。
　条例の改正により期末手当の支給月数を引き上げるとともに、平成26年12月1日
から適用するため、補正を行うものです。

市長 10,408

査定区分 A

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,008

　文化財産等を取得するために積み立てている文化財産等取得基金に積立てを行い
ます。
　受け入れたふるさと応援寄附金の積立てを行うため、補正を行うものです。

市長 1,008

査定区分 A

補正前予算額 638

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

45

45

55

局/部/課 政策局/政策企画部/情報システム課

〔要求と査定経過〕款/項/目 2款 総務費/2項 企画費/1目 企画総務費 予算書Ｐ.

要求 △ 124,200

事務事業名 情報化推進事業 補正額 △ 124,200
継続費の廃止

2款 総務費/2項 企画費/2目 スポーツ企画費 予算書Ｐ.

要求 14,920

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 124,200　政令指定都市にふさわしい行政運営の効率化や質の高い市民サービスの提供を行
うことを目的として、情報システムの効率的・安定的な管理運用を行います。
　社会保障・税番号制度に対応して、宛名システムを改修することを計画していま
したが、新たに番号制度に対応したパッケージ製品が開発され、平成27年度からこ
れを新規採用することでコスト削減と作業期間短縮が図られることが判明したた
め、継続費を廃止するものです。

市長 △ 124,200

査定区分 A

補正前予算額 3,854,122

繰越明許費の追加

款/項/目 3款 民生費/3項 老人福祉費/2目 老人福祉費 予算書Ｐ. 要求 51,456

事務事業名 後期高齢者医療事業特別会計繰出金 補正額 51,456

局/部/課 保健福祉局/福祉部/年金医療課 〔要求と査定経過〕

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 体育館管理運営事業 補正額 14,920

＜事業の目的・内容＞

財政局長 14,920

市長 14,920

査定区分 A

補正前予算額 527,689

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/スポーツ振興課

〔要求と査定経過〕款/項/目

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 51,456

　後期高齢者医療事業特別会計における、事務に要する経費及び法律等に基づく負
担金について、一般会計から繰出しを行います。
　埼玉県後期高齢者医療広域連合から示された保険基盤安定負担金の額が、当初の
見込みを上回ったため、補正を行うものです。

市長 51,456

査定区分 A

補正前予算額 8,804,640

　指定管理者制度を活用しながら、利用者が安全で使いやすい魅力ある体育館にな
るよう、充実した管理運営を行います。
　浦和西体育館の耐震補強工事について、二度にわたり入札不調となったことか
ら、市場の価格動向を反映し、早期に工事を進めるため、補正を行うものです。

<継続費の廃止>

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

統合宛名システム

構 築 事 業

年割額

000

000

事業名
一般財源その他地方債国県支出金

0 0 0 0 0

計
131,200 131,200 0 0 0

0 0 0 0

27

0 0 0
26

0 0

年度

0

7,000 7,000

124,200 124,200

財源内訳

－ － － －－

－ － － －－

－ － － －－

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

55

55

57

59

局/部/課 子ども未来局/子ども育成部/青少年育成課

〔要求と査定経過〕款/項/目 3款 民生費/4項 児童福祉費/3目 児童福祉施設費 予算書Ｐ.

要求 3,520

事務事業名 放課後児童健全育成施設整備事業 補正額 3,520
繰越明許費の追加

局/部/課 子ども未来局/保育部/保育課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 3款 民生費/4項 児童福祉費/3目 児童福祉施設費 予算書Ｐ. 要求 214,081

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 民間保育所等運営事業 補正額 214,081

＜事業の目的・内容＞

財政局長 3,520

市長 3,520

査定区分 A

補正前予算額 35,640

局/部/課 子ども未来局/総合療育センターひまわり学園/総務課

〔要求と査定経過〕款/項/目 3款 民生費/4項 児童福祉費/4目 障害児総合療育施設費 予算書Ｐ.

要求 30,975

査定の考え方

事務事業名 障害児総合療育施設維持管理事業 補正額 30,975

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 214,081

　民間保育所等の安定した運営及び入所児童の処遇向上を図るため、保育の実施に
係る経費及び多様な保育ニーズに対応した各種補助事業に係る経費の助成を行いま
す。
　国において保育単価が増額改定されるとともに、当初の想定を上回る入所児童数
が見込まれることから、保育所運営費に係る予算の不足が生じるため、補正を行う
ものです。

市長 214,081

査定区分 A

補正前予算額 9,634,660

局/部/課 保健福祉局/福祉部/国民健康保険課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 3款 民生費/8項 国民健康保険費/1目 国民健康保険費 予算書Ｐ. 要求 376,386

査定の考え方

事務事業名 国民健康保険事業特別会計繰出金 補正額 376,386

＜事業の目的・内容＞

財政局長 30,975　ひまわり学園の施設を適正に維持管理し、利用者に対して安全性と快適性を確保
します。
　平成26年2月補正予算にて計上した、ひまわり学園児童発達支援センターの便所
等改修工事について、二度の入札不調により年度内の事業費の執行が見込めなく
なったことから、改めて工事を実施するため、補正を行うものです。

市長 30,975

査定区分 A

補正前予算額 88,014

査定の考え方

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 376,386

　国民健康保険事業を行うに当たっての事務経費、人件費、出産育児一時金の費用
の一部などの諸経費について、一般会計から繰出しを行います。
　保険基盤安定負担金の額が、当初の見込みを上回ったため、補正を行うもので
す。

市長 376,386

査定区分 A

補正前予算額 7,039,402

　民設放課後児童クラブの新設、移転、分離を促進することにより、待機児童の解
消及び保育環境の改善を図るとともに、既存放課後児童クラブの修繕等を行いま
す。
　旧辻放課後児童クラブ解体工事について、二度の入札不調により工事内容・設計
額を見直す必要があり、工事費等に係る予算の不足が生じるため、補正を行うもの
です。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

繰越明許費の追加

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

59

59

63

63

局/部/課 保健福祉局/保健所/地域保健支援課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 4款 衛生費/1項 保健衛生費/2目 予防費 予算書Ｐ. 要求 80,175

事務事業名 母子保健事業（地域保健支援課） 補正額 18,782

局/部/課 保健福祉局/保健所/地域保健支援課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 4款 衛生費/1項 保健衛生費/2目 予防費 予算書Ｐ. 要求 170,970

査定の考え方

事務事業名 健康づくり健診事業 補正額 170,970

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 18,782

　専門的母子保健活動として、児童虐待発生防止のため、妊娠中から切れ目のない
母子の支援を行います。
　また、不妊に悩む夫婦に対し、相談や情報提供を行うとともに、特定不妊治療に
係る経済的負担の軽減を図るため、治療費の一部を助成します。
　特定不妊治療費助成金の申請が当初の見込みを上回ったことから、予算の不足が
見込まれるため、補正を行うものです。

市長 18,782

査定区分 E

補正前予算額 247,306

査定の考え方

事務事業名 見沼グリーンセンター施設整備事業 補正額 191,268
繰越明許費の追加

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 170,970

　市民の健康づくりを推進するために、健康診査、保健センターにおける健康教育
等を実施するとともに、健康づくりに対する意識の向上と知識の普及・啓発を図り
ます。
　がん検診等の健康診査において、当初の見込みを上回る受診者数の増加があり、
予算不足が見込まれるため、補正を行うものです。

市長 170,970

査定区分 A

補正前予算額 4,346,245

財政局長 191,268　見沼グリーンセンター本館、市民の森、指導農場及び春おか広場に係る施設の保
全管理を行います。
　平成26年2月15日の大雪により｢りすの家｣の支柱が破損し、倒壊の危険があるこ
とから6月に解体し、9月より設計業務を行っています。市内はもとより市外からも
｢りすの家｣再開を求める声が多いことから、早期完成に向けて、補正を行うもので
す。

市長 191,268

査定区分 A

補正前予算額 26,131

局/部/課 経済局/経済部/見沼グリーンセンター

〔要求と査定経過〕款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 予算書Ｐ.

要求 191,268

査定の考え方

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 67,176

　食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計に対して、特別会計の歳入不足を補う
ために、一般会計から繰出しを行います。
　せりシステム交換修繕による特別会計の歳入不足に伴い、食肉中央卸売市場及び
と畜場事業特別会計に対して、一般会計から繰り出すため、補正を行うものです。

市長 67,176

査定区分 A

補正前予算額 161,747

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

補正額 67,176

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞

事業実績を考慮し、積算内容を精査しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 経済局/経済部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/6目 市場及びと畜場費 予算書Ｐ. 要求 67,176

査定の考え方

事務事業名 食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計繰出金

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

69

69

71

査定の考え方

査定の考え方

事務事業名 指定緑地等設置・保全事業 補正額 50,000

局/部/課 都市局/都市計画部/みどり推進課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/5目 緑化推進費 予算書Ｐ. 要求 50,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 50,000

　都市緑地法及びみどりの条例に基づき、自然緑地等の維持管理及び整備、保存緑
地に対する補助金の交付等を行うことで、市内に残る良好な自然環境を有する緑地
の保全を推進します。
　国の補助金が追加内示される見込みがあり、地権者から早期の買取希望があるこ
とから、補正を行うものです。

市長 50,000

査定区分 A

補正前予算額 570,036

局/部/課 建設局/土木部/土木総務課

〔要求と査定経過〕款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/3目 街路事業費 予算書Ｐ.

要求 39,777＜事業の目的・内容＞

財政局長 39,777　街路事業を整備推進するための一般事務経費、取得事業用地の維持管理及び暫定
整備を行うものです。
　さいたま簡易裁判所道路敷地明渡請求調停事件に関し、調停を成立させ、申立人
と土地売買に関する契約を締結するため、補正を行うものです。

市長 39,777

査定区分 A

補正前予算額 190,450

8款 土木費/4項 都市計画費/2目 都市整備費 予算書Ｐ.

要求 △ 1,587,000＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 1,587,000

市長 △ 1,587,000

査定区分 A

補正前予算額 2,334,216

査定の考え方

事務事業名 街路管理事業 補正額 39,777

事務事業名 岩槻駅舎改修事業 補正額 △ 1,587,000

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕款/項/目

継続費の変更

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

　岩槻駅周辺地区は、本市の副都心と位置付けられていますが、その中心となる岩
槻駅は昭和4年の開業以来、改札は駅東口のみであり、西口側からの利用には不便
を来しています。そこで、駅周辺の活性化と西口利用者の利便性向上及び駅のバリ
アフリー化を図るため、駅舎の橋上化及び駅東西を結ぶ自由通路の整備を行いま
す。
　建設用地の取得等に不測の日数を要したこと、また、法令改正による工法の変更
のため、継続費の変更を行うものです。

繰越明許費の追加

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

<継続費の変更>

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

事業名

岩 槻 駅 舎
改 修 事 業

0

421,500

0

0

0

507,100

0

451,500

23

24

25

26

計

27

28

0

56,400

0

150,500

524,000

1,515,000

1,515,000

2,235,000

648,000

0

985,000

0

602,000

336,000 1,119,900 50,000 9,100

336,000 1,119,900 50,000 9,100

1,000

259,000 369,500 0

257,400

524,000

1,124,500 2,843,100 50,000

19,500

0 0 0 1,000

680,500 1,476,700 0 77,800

108,000 395,100 0 20,900

年割額
財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,000

1,124,500 2,991,700 50,000 108,800

年度

0 0 0 1,000

108,000

4,275,000

4,275,000

0

0

0

0

395,100 0 20,900

－ － － －－

－ － － －－

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

73

73

75

77

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

款/項/目 10款 教育費/3項 中学校費/1目 学校管理費 予算書Ｐ. 要求 24,046

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 24,046

　市立全中学校の効率的な管理運営を図り、安全で衛生的な教育環境を維持するこ
とを目的として、学校の維持管理・運営に必要な消耗品や校用備品等の購入を始
め、光熱水費の支払、施設の修繕、機械警備の業務委託等を行います。
　光熱水費について、使用量及び燃料費調整単価が当初の見込みを上回り、年度末
に向けて不足が見込まれるため、補正を行うものです。

市長 24,046

査定区分 A

補正前予算額 1,451,056

査定の考え方

　所管する事務事業を円滑に進めるため、必要な庶務事務等を行います。
　平成22年9月に発生した市立高等学校における事故により、当時の生徒が傷害を
負ったとし提訴されていた国家賠償請求事件について、東京地方裁判所による和解
勧告に従い、原告と和解し、和解金を支払うために補正を行うものです。

市長 4,000

査定区分 A

補正前予算額 150

査定の考え方

事務事業名 中学校管理運営事業（教育財務課） 補正額 24,046

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/教育財務課 〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方

事務事業名 事務局運営事業（高校教育課） 補正額 4,000

局/部/課 教育委員会事務局/学校教育部/高校教育課 〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

款/項/目 10款 教育費/1項 教育総務費/2目 事務局費　 予算書Ｐ. 要求 4,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 4,000

査定の考え方

事務事業名 消防施設等維持管理事業 補正額 5,519

局/部/課 消防局/総務部/消防施設課

〔要求と査定経過〕款/項/目 9款 消防費/1項 消防費/3目 消防施設費 予算書Ｐ.

要求 5,519＜事業の目的・内容＞

財政局長 5,519　消防庁舎及び消防団施設等を対象に、建築物の維持管理に関する法令等を遵守
し、安全で衛生的な環境を確保するため、適正な保守点検、修繕、改修等を行うこ
とにより、突発的な事故を抑制し、職場環境の安全性向上を図ります。
　消防分団車庫の耐震補強工事について、入札の不調により工事着手ができず、人
件費や資材単価等の工事費上昇が見込まれるため、補正を行うものです。

市長 5,519

査定区分 A

補正前予算額 528,193

事務事業名 下水道事業会計繰出金 補正額 377,957

局/部/課 建設局/下水道部/下水道財務課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 8款 土木費/8項 公共下水道費/1目 公共下水道費 予算書Ｐ. 要求 377,957

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 377,957

　下水道事業における公費負担分(雨水処理費他)を一般会計で負担し、かつ、汚水
処理費における下水道使用料等の支出に対する不足分を補助します。
　下水道事業会計において、下水道事業費用が増加したことから、補正を行うもの
です。

市長 377,957

査定区分 A

補正前予算額 4,661,627

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

繰越明許費の変更

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

77

79

81

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

款/項/目 10款 教育費/8項 特別支援学校費/1目 学校管理費 予算書Ｐ. 要求 1,193

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,193

　特別支援学校の効率的な管理運営を図り、安全で衛生的な教育環境を維持するこ
とを目的として、学校の維持管理・運営に必要な消耗品や校用備品等の購入を始
め、光熱水費の支払、施設の修繕、機械警備の業務委託等を行います。
　光熱水費について、使用量及び燃料費調整単価が当初の見込みを上回り、年度末
に向けて不足が見込まれるため、補正を行うものです。

市長 1,193

査定区分 A

補正前予算額 79,688

査定の考え方

市長 △ 177,180

査定区分 A

補正前予算額 588,082

　各学校(地域)の特色を生かした給食の実施及び給食を活用したきめ細かい食の指
導を充実させることを目的に、学校給食センターから給食の提供を受けている学校
に単独校調理場(学校給食室)を整備します。
　また、老朽化が進んだ給食室について、計画的に改築を行います。
　平成25・26年度継続事業である和土小学校及び城南中学校給食室建設工事につい
て、平成27年度まで工期を延長するため、継続費の変更を行うものです。

査定の考え方

事務事業名 特別支援学校管理運営事業（教育財務課） 補正額 1,193

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/教育財務課 〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

査定の考え方

事務事業名 給食施設整備事業（学校施設課） 補正額 △ 177,180

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/学校施設課

〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

継続費の変更

款/項/目 10款 教育費/7項 保健体育費/2目 学校保健費 予算書Ｐ.

要求 △ 177,180＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 177,180

事務事業名 各校営繕事業 補正額 56,160

局/部/課 教育委員会事務局/管理部/学校施設課

〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

款/項/目 10款 教育費/3項 中学校費/3目 学校建設費 予算書Ｐ.

要求 56,160＜事業の目的・内容＞

財政局長 56,160　良好な学習環境を確保するために、中学校の老朽化した校舎等の改修を行いま
す。また、災害時に避難場所として利用される体育館等の非構造部材耐震化を実施
します。
　三橋中学校校舎の基礎杭等の上部に著しい空洞化が発生していることから、空洞
化充填工事を実施するため補正を行うものです。

市長 56,160

査定区分 A

補正前予算額 48,088

<継続費の変更>

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

事業名

城 南 中 学 校

給食施設整備事業

財源内訳

9,722 484,700 0 25,878

477,978 29,554 425,500 0 22,924

0 0 0 0

30,000 0 28,300 0 1,700

3,941 193,700 0 10,479

135,798 23,773 106,200 0 5,825

5,781 291,000 0 15,399

312,180 5,781 291,000 0 15,399

国県支出金 地方債 その他 一般財源
年度 年割額

25
312,180

26
208,120

27
0

520,300
計

－ － － －－

<継続費の変更>

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

事業名

和 土 小 学 校

給食施設整備事業

0 25,629

413,142 29,027 362,800 0 21,315

20,371
計

493,000 447,000

26
147,900 2,955

43,042 11,611

27
0 0

25,000 0

25
345,100 17,416

345,100 17,416

年度 年割額
財源内訳

国県支出金

0 0 0

23,600 0 1,400

18,184

137,500 0 7,445

29,700 0 1,731

地方債 その他 一般財源

309,500 0 18,184

309,500 0

－ － － －－

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

81

事務事業名 公債管理特別会計繰出金 補正額 741,184

局/部/課 財政局/財政部/財政課 〔要求と査定経過〕

査定の考え方

款/項/目 12款 公債費/1項 公債費/1目 元金 予算書Ｐ. 要求 741,184

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 741,184

　普通建設事業費等の世代間負担の公平を確保するため、借り入れた市債の元金償
還及び市場公募地方債の満期一括償還に要する経費について、公債管理特別会計に
対して繰出しを行います。
　埼玉高速鉄道(株)の抜本的な経営再構築に伴う債権の株式化(ＤＥＳ)により、貸
付金に充当した地方債の残高分を繰上償還する必要が生じたため、補正を行うもの
です。

市長 741,184

査定区分 A

補正前予算額 42,730,756

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：継続費） （単位：千円）

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　継続費の変更を行うものです。 市長 －

査定区分 A

査定の考え方

補正前予算額 －

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事業名 新サーマルエネルギーセンター環境影響評価事業外6事業 継続費の変更

局/部/課 環境局/施設部/環境施設課外6課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －10、11 4、8～10款 衛生費、土木費～教育費

（一般会計：継続費変更） （単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

85,428 28,476 0 0 0 56,952

27,145 9,048 0 0 0 18,097

36,720 12,240 0 0 0 24,480

29,970 9,990 0 0 0 19,980

8,100 2,700 0 0 0 5,400

21,035 7,011 0 0 0 14,024

130,248 43,416 0 0 0 86,832

78,150 26,049 0 0 0 52,101

178,000 0 0 178,000 0 0

165,378 0 0 165,300 0 78

119,290 0 0 119,200 0 90

110,712 0 0 110,700 0 12

297,290 0 0 297,200 0 90

276,090 0 0 276,000 0 90

334,900 150,300 0 184,600 0 0

334,900 150,300 0 184,600 0 0

1,339,800 602,550 0 737,200 0 50

1,226,808 390,418 0 836,300 0 90

1,674,700 752,850 0 921,800 0 50

1,561,708 540,718 0 1,020,900 0 90

898,560 0 0 819,000 0 79,560

898,560 0 0 819,000 0 79,560

726,040 0 0 673,000 0 53,040

719,665 0 0 669,500 0 50,165

138,000 0 0 138,000 0 0

138,000 0 0 138,000 0 0

1,762,600 0 0 1,630,000 0 132,600

1,756,225 0 0 1,626,500 0 129,725

146,400 0 0 139,000 0 7,400

146,400 0 0 139,000 0 7,400

36,600 0 0 34,700 0 1,900

0 0 0 0 0 0

183,000 0 0 173,700 0 9,300

146,400 0 0 139,000 0 7,400

424,760 20,263 0 383,500 0 20,997

424,760 20,263 0 383,500 0 20,997

182,040 2,955 0 169,900 0 9,185

0 0 0 0 0 0

606,800 23,218 0 553,400 0 30,182

424,760 20,263 0 383,500 0 20,997

321,585 94,900 0 182,700 0 43,985

321,585 94,900 0 182,700 0 43,985

750,365 164,304 0 475,800 0 110,261

728,365 179,011 0 433,300 0 116,054

1,071,950 259,204 0 658,500 0 154,246

1,049,950 273,911 0 616,000 0 160,039

左　の　財　源　内　訳
年度 年割額款 項 局　名 課所室名 事業名

2 環 境 局 環 境 施 設 課
新 サ ー マ ル
エネルギーセンター
環境影響評価事業

H26
補正前

補正後

H274

計
補正前

補正後

7 建 設 局 住 宅 課
（ 仮 称 ） 市 営
浮 谷 グ ラ ン ド
住 宅 建 設 事 業

H25

補正前

補正後

H28
補正前

補正後

計
補正前

補正後

4 都 市 局 都 市 公 園 課
下 落 合 プ ー ル
耐 震 補 強 事 業

H26
補正前

補正後

H27
補正前

補正後

計
補正前

補正後

1 消 防 局 指 令 課
消防救急デジタル
無 線 整 備 事 業

H25
補正前

補正後

H26
補正前

補正後

H27
補正前

補正後

計
補正前

補正後

H25
補正前

補正後

H26
補正前

補正後

補正前

補正後

H26
補正前

補正後

計
補正前

補正後

H25
補正前

補正後

H26
補正前

補正後

計
補正前

補正後

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

8
教育委員会
事 務 局

指 導 ２ 課
特 別 支 援 学 校
校 舎 増 改 築 事 業

H25
補正前

補正後

H26
補正前

補正後

計
補正前

補正後

8

8

9

10

10

10

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

＜補正理由＞
契約差額による不用額の減額補正を行う。

7
教育委員会
事 務 局

学 校 施 設 課
柏 崎 小 学 校
給食施設整備事業

6
教育委員会
事 務 局

文 化 財 保 護 課
浦和文化財資料室等
解 体 事 業

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

12 2款

事業名 大宮盆栽美術館管理運営事業外7事業 繰越明許費の追加

局/部/課 市民・スポーツ文化局/スポーツ文化部/大宮盆栽美術館外3課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －総務費

査定の考え方

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　繰越明許費の追加を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

02 総務費 01
総務管
理費

大宮盆栽美術館管理運営事業
市民・スポー
ツ文化局

大宮盆栽美術館 4,914

02 総務費 02 企画費 多目的広場整備事業
市民・スポー
ツ文化局

スポーツ振興課 10,800

02 総務費 02 企画費 体育館管理運営事業
市民・スポー
ツ文化局

スポーツ振興課 32,751

02 総務費 03 徴税費 個人市民税賦課事業 財政局 市民税課 2,948

02 総務費 03 徴税費 法人市民税賦課事業 財政局 市民税課 539

02 総務費 03 徴税費 軽自動車税賦課事業 財政局 市民税課 2,051

02 総務費 03 徴税費 その他市税賦課事業 財政局 市民税課 1,055

02 総務費 03 徴税費 固定資産税及び都市計画税賦課事業 財政局 固定資産税課 542

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。また車両検査情報提
供システム構築に伴う税システム改修業務について、国からの仕様の提示が遅れたため。

＜繰越理由＞
浦和西体育館耐震補強工事について、入札不調により、年度内の事業完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。

＜繰越理由＞
盆栽アカデミーの基本構想策定について、海外の盆栽関係団体へのアンケート回収に不測の日数を要したた
め。

＜繰越理由＞
多目的広場整備予定地直上部における橋梁工事の完了が遅れたため。

款 項 事業名 局名 課所室名 金額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満

-15-



（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

12

事業名 収納調査事業外7事業 繰越明許費の追加

局/部/課 財政局/税務部/収納調査課外6課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －

査定の考え方

2～4、6款 総務費～衛生費、農林水産業費

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　繰越明許費の追加を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

02 総務費 03 徴税費 収納調査事業 財政局 収納調査課 6,162

03 民生費 01
社会福
祉費

青少年事業 子ども未来局 青少年育成課 17,388

03 民生費 03
老人福
祉費

うんどう遊具整備事業 保健福祉局 高齢福祉課 2,803

03 民生費 03
老人福
祉費

老人福祉センター等管理運営事業 保健福祉局 高齢福祉課 18,360

03 民生費 04
児童福
祉費

放課後児童健全育成施設整備事業 子ども未来局 青少年育成課 13,300

04 衛生費 03
環境対
策費

次世代自動車・スマートエネル
ギー特区推進事業

環境局
環境未来都市推
進課

102,420

06
農林水
産業費

01 農業費 農業環境整備事業 経済局 農業環境整備課 44,865

06
農林水
産業費

01 農業費
見沼グリーンセンター施設整備事
業

経済局
見沼グリーンセ
ンター

194,868

＜繰越理由＞
りすの家再整備実施設計業務について、建築確認申請等に不測の日数を要したため。また、りすの家再整備工事につ
いて、補正予算成立後の発注となるため、年度内の事業完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
ハイパーエネルギーステーションＳ設置費補助金交付先において、建設資材の調達等に不測の日数を要したた
め。また、ハイパーエネルギーステーション設置工事について、電気受給契約の協議等に不測の日数を要した
ため。

＜繰越理由＞
施設修繕について、保守点検業務の結果を踏まえた計画の見直しを行ったことにより、年度内の事業完了が見込め
ないため。

＜繰越理由＞
旧辻放課後児童クラブ解体工事等について、入札不調により、年度内の事業完了が見込めないため。

＜繰越理由＞
都市公園における遊具の安全確保に関する指針が改訂されたことに伴い、うんどう遊具の維持管理の全体計画策定
に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
(仮称)宝来グラウンド・ゴルフ場整備事業に係る実施設計について、周辺環境整備等に不測の日数を要したた
め。

＜繰越理由＞
社会保障・税番号制度対応税システム改修業務について、国の主務省令案が遅れたため。

＜繰越理由＞
旧南浦和公民館解体工事に伴う家屋事前調査について、工事による影響範囲の確定に不測の日数を要したため。

款 項 事業名 局名 課所室名 金額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

8款

事業名 道路維持事業外7事業 繰越明許費の追加

　繰越明許費の追加を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

局/部/課 建設局/土木部/道路環境課外3課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

12、13 土木費

（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

08 土木費 02
道路橋
りょう費

道路維持事業 建設局 道路環境課 612,428

08 土木費 02
道路橋
りょう費

道路整備事業 建設局 道路環境課 599,556

08 土木費 02
道路橋
りょう費

道路新設改良事業 建設局 道路計画課 882,737

08 土木費 02
道路橋
りょう費

橋りょう維持事業 建設局 道路環境課 849,314

08 土木費 02
道路橋
りょう費

橋りょう整備事業 建設局 道路環境課 4,420

08 土木費 02
道路橋
りょう費

交通安全施設整備事業 建設局 道路環境課 1,580,376

08 土木費 03 河川費 河川改修事業 建設局 河川課 1,156,726

08 土木費 04
都市計
画費

指扇駅周辺まちづくり推進事業 都市局
日進・指扇周辺
まちづくり事務
所

147,442

＜繰越理由＞
北口駅前広場工事等について、駅前広場に隣接する建築物工事との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
歩道整備工事、自転車通行環境整備工事等について、道路占用者や地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
支障物件移設に伴う河川占用者や隣接する地権者等との工事用搬入路に係る協議に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
橋りょう補修工事及び耐震補強工事において、桁下管理者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
橋りょう架替工事について、河川管理者や地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
暮らしの道路整備工事について、地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
道路新設改良工事について、地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
スマイルロード整備工事及び道路修繕工事について、道路占用者や地権者等との調整に不測の日数を要したた
め。

款 項 事業名 局名 課所室名 金額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

13 8款

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　繰越明許費の追加を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

事業名 日進駅周辺まちづくり推進事業外7事業 繰越明許費の追加

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所外6課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －

査定の考え方

土木費

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

08 土木費 04
都市計
画費

日進駅周辺まちづくり推進事業 都市局
日進・指扇周辺
まちづくり事務
所

10,680

08 土木費 04
都市計
画費

岩槻駅舎改修事業 都市局
岩槻まちづくり
事務所

4,266

08 土木費 04
都市計
画費

大宮駅周辺地域戦略ビジョン推
進事業

都市局
大宮駅東口まち
づくり事務所

523,718

08 土木費 04
都市計
画費

大宮駅西口まちづくり推進事業 都市局
大宮駅西口まち
づくり事務所

4,914

08 土木費 04
都市計
画費

鉄道高架推進事業 都市局
浦和駅周辺まち
づくり事務所

30,000

08 土木費 04
都市計
画費

街路整備事業 建設局 道路計画課 4,432,572

08 土木費 04
都市計
画費

都市公園等管理事業 都市局 都市公園課 63,841

08 土木費 05
市街地
再開発
事業費

市街地再開発推進事業 都市局
浦和駅周辺まち
づくり事務所

504,364

＜繰越理由＞
浦和駅西口南高砂地区再開発及び都市計画道路浦和西口停車場線用地取得について、地権者との調整に不測の日
数を要したため。

＜繰越理由＞
公園施設の改修工事について、公園利用団体等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
街路整備工事について、地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
都市計画道路上落合桜木線の道路予備設計にかかる交差点協議について、警察との調整に不測の日数を要したた
め。

＜繰越理由＞
浦和駅周辺鉄道高架化事業にかかる用地管理移管に伴う業務について、鉄道事業者との調整に不測の日数を要し
たため。

＜繰越理由＞
東口駅前広場の設計について、警察及び交通事業者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
氷川緑道西通線整備推進事業の用地取得について、埼玉県との調整に不測の日数を要したため。また、細街路拡
幅整備事業の用地買収について、地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
電線共同溝の設計について、電気・通信事業者等との調整に不測の日数を要したため。

款 項 事業名 局名 課所室名 金額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

13予算書Ｐ. 要求 －

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　繰越明許費の追加を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

事業名 武蔵浦和駅第１街区市街地再開発事業外7事業 繰越明許費の追加

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和西部まちづくり事務所外6課 〔要求と査定経過〕

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

8、10款 土木費、教育費

（一般会計：繰越明許費追加） （単位：千円）

08 土木費 05
市街地
再開発
事業費

武蔵浦和駅第１街区市街地再開発
事業

都市局
浦和西部まちづ
くり事務所

34,062

08 土木費 05
市街地
再開発
事業費

武蔵浦和駅第３街区市街地再開発
事業

都市局
浦和西部まちづ
くり事務所

234,710

08 土木費 06
土地区
画整理費

組合施行等土地区画整理支援事業 都市局 区画整理支援課 2,070,833

08 土木費 06
土地区
画整理費

浦和東部・岩槻南部地域整備推進
事業

都市局
浦和東部まちづ
くり事務所

1,113,250

08 土木費 06
土地区
画整理費

与野駅西口土地区画整理事業 都市局
与野まちづくり事
務所

12,500

08 土木費 06
土地区
画整理費

岩槻駅西口土地区画整理事業 都市局
岩槻まちづくり
事務所

126,688

10 教育費 01
教育総
務費

学校教育推進事業
教育委員会事
務局

指導１課 42,029

10 教育費 06
社会教
育費

少年自然の家管理運営事業
教育委員会事
務局

舘岩少年自然の
家

16,249

＜繰越理由＞
自然の家の舘岩一本化に向けた建設予定地における調査等について、建築物の配置決定に至る期間が当初の計画
以上に要したため。

＜繰越理由＞
教科書改訂に伴う整備事業について、平成27年度使用の小学校用教科書下巻とそれに対応した指導書の発行が遅
れたため。

＜繰越理由＞
建築物等移転補償について、地権者等の建物移転に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
補助金の支出先である都市再生機構において、地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
区画道路整備に係る建築物等移転補償について、地権者等との交渉に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
電線共同溝の整備について、電気・通信事業者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
補助金の支出先である区画整理組合において、地権者等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
市街地再開発に係る建築物工事について、隣接する都市計画道路整備工事との調整に不測の日数を要したため。

款 項 事業名 局名 課所室名 金額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

13

（一般会計：債務負担行為） （単位：千円）

14

14

事項 新クリーンセンター環境影響評価事後調査書作成業務（追加分）外1件 債務負担行為の設定

局/部/課 環境局/施設部/新クリーンセンター建設準備室 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 －

査定の考え方

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　新クリーンセンター整備における環境影響評価事後調査書の作成業務、センター
供用開始後の維持管理運営業務について、消費税率の変動を反映した変更契約を締
結する必要があることから、債務負担行為の設定を行うものです。

市長 －

査定区分 A

補正前予算額

－

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　繰越明許費の変更を行うものです。 市長 －

査定区分 A

補正前予算額 －

－

事業名 都市公園等整備事業外1事業 繰越明許費の変更

局/部/課 都市局/都市計画部/都市公園課外1課 〔要求と査定経過〕

8、9款 土木費、消防費

査定の考え方

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 要求 －

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 －

　国指定特別天然記念物｢田島ケ原サクラソウ自生地｣において、3月末～4月下旬の
サクラソウ開花期にボランティアガイドが使用する簡易テントの設置・撤去業務を
実施するため、債務負担行為の設定を行うものです。

市長 －

査定区分 A

査定の考え方

事項 田島ケ原サクラソウ自生地ボランティア用テント設置業務（平成２６年度設置分） 債務負担行為の設定

局/部/課 教育委員会事務局/生涯学習部/文化財保護課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求

－補正前予算額

（一般会計：繰越明許費変更） （単位：千円）

補正前 補正後

08 土木費 04
都市計
画費

都市公園等整備事業 都市局 都市公園課 77,300 435,018

09 消防費 01 消防費 消防施設等維持管理事業 消防局 消防施設課 53,920 107,300

＜繰越理由＞
公園整備について、公園利用団体等との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
東部・春岡・大戸・高砂の各分団車庫にかかる耐震補強工事について、入札不調により、年度内の事業完了が見
込めないため。

金額 金額
款 項 事業名 局名 課所室名

<債務負担行為>

924

新クリーンセンター整備事業（追加分）
平成26年度から
平成41年度まで

776,762 0 0 0 776,762

0

事　　項 期　　間 限 度 額
財 源 内 訳

国県支出金 地 方 債

平成27年度から

平成28年度まで
924 0 0

そ の 他 一 般 財 源

新クリーンセンター環境影響評価事後調査書作

成業務（追加分）

<債務負担行為>

0 209
田島ケ原サクラソウ自生地ボランティア用テン

ト設置業務（平成２６年度設置分）
平成26年度から

平成27年度まで
209 0 0

事　　項 期　　間 限 度 額
財 源 内 訳

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

査定区分 A

補正前予算額 19,535,000

査定の考え方

会計名 後期高齢者医療事業特別会計 補正額 50,143

局/部/課 保健福祉局/福祉部/年金医療課

査定の考え方

会計名 国民健康保険事業特別会計 補正額 525,417

局/部/課 保健福祉局/福祉部/国民健康保険課 〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 525,417

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 525,417

　国民健康保険に加入している方が病気やケガをした場合の給付(自己負担を除く
費用の支払)や、加入者が出産又は死亡した場合の一時金の支給を行います。
　また、特定健診(メタボ健診)など、国民健康保険の加入者の健康の保持増進に役
立つ事業を行います。
　保険基盤安定負担金の額が、当初の見込みを上回ったことに伴う財源更正を行う
とともに、保険給付費の内、高額療養費について、当初の見込みを上回ったため、
増額補正を行うものです。

市長 525,417

査定区分 A

補正前予算額 117,987,229

105

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

会計名 国民健康保険事業特別会計外2会計 補正額 72,500

局/部/課 総務局/人事部/職員課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 72,500

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 72,500

　特別会計の一部において、給与改定に伴う影響額及び職員構成の変動等に伴う不
足額について、補正を行うものです。

市長 72,500

査定区分 A

補正前予算額 －

105,137,155

123

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。査定の考え方

予算書Ｐ. 要求 50,143

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 50,143

　75歳以上の方と、一定の障害があると認定された65歳以上の方を対象とした医療
保険制度である後期高齢者医療制度について、運営主体である埼玉県後期高齢者医
療広域連合と分担し、制度の円滑な運営のための事務を行います。
　埼玉県後期高齢者医療広域連合に支払う負担金のうち、保険基盤安定負担金及び
療養給付費負担金について、当初の見込みを上回ったため、増額補正を行うととも
に、その他の負担金については、当初の見込みを下回り、不用額が見込まれるた
め、減額補正を行うものです。

市長 50,143

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

財政局長 △ 38,915

　介護保険は、介護を必要とする高齢者を社会全体で支える制度です。
　介護保険料の賦課・徴収、要介護認定、介護保険サービス利用に対する保険給付
の事務を行い、制度の円滑な運営を図ります。
　また、地域支援事業として、要介護認定者となることを予防する介護予防事業や
地域包括支援センターの設置・運営及び要介護者又は家族介護者を支援する事業を
行います。
　要介護認定等の申請件数が、当初の見込みを下回ったため、報酬及び役務費の減
額補正を行うほか、契約差額が生じたため、委託料並びに使用料及び賃借料の減額
補正を行うものです。

市長 △ 38,915

査定区分 A

補正前予算額 117,987,229

会計名 介護保険事業特別会計 補正額 △ 38,915 

局/部/課 ①保健福祉局/福祉部/高齢福祉課 〔要求と査定経過〕

局/部/課 要求 △ 38,915

67,176　食肉の公正かつ安定的な取引の確保と流通過程の合理化を図り、安全で安心な食
肉を安定的に供給し続けるため、施設整備や流通環境の変化に柔軟に対応できる市
場として、公共的、社会的使命を果たします。
　現在のせりシステムは、旧型のため交換部品や予備機が無く、特にせりシステム
のパソコン本体の更新ができない状態です。また、せりの入札に無線を使用してい
ますが、電波干渉が生じており、せりに支障が出ています。
　このシステムを交換することで、せり中断による業務の停滞を回避し、市場業務
を円滑に行うため、補正を行うものです。

市長 67,176

査定区分 A

補正前予算額 353,500

査定の考え方

会計名 食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計 補正額 67,176

局/部/課 経済局/経済部/食肉中央卸売市場・と畜場

〔要求と査定経過〕

＜事業の目的・内容＞

局/部/課 都市局/都心整備部/大宮駅西口まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕予算書Ｐ. 175

要求 △ 213,803＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 213,803

繰越明許費の追加

査定の考え方

②保健福祉局/福祉部/介護保険課

予算書Ｐ. 137

会計名 大宮駅西口都市改造事業特別会計 補正額 △ 213,803

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

繰越明許費の追加

予算書Ｐ. 155

要求 67,176＜事業の目的・内容＞

財政局長

　大宮駅西口第四地区は、大宮駅西口に位置しながらも都市基盤整備が立ち遅れ、
狭隘道路による交通の混乱、建物の老朽化による防災上の不安等の諸問題を抱えて
います。そこで、これらを解消し、都心地区にふさわしい魅力あるまちづくりを目
指すため、土地区画整理事業による都市基盤整備を行います。
　事業進捗により発生した契約差金及び国庫補助金の減額内示による補償、補填及
び賠償金の減額補正を行うものです。また、公債管理特別会計において、市債の借
入額及び借入利率が見込みを下回ったことに伴い、減額補正を行うものです。

市長 △ 213,803

査定区分 A

補正前予算額 2,040,500

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

会計名 東浦和第二土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 351,363
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/東浦和まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕予算書Ｐ. 193

要求 △ 351,363

繰越明許費の追加

査定の考え方

会計名 浦和東部第一特定土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 138,645
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和東部まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

繰越明許費の追加

＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 351,363　東浦和第二土地区画整理事業地内76.72haにおいて、土地区画整理事業により、
地区内で進行している無秩序な市街地化を防止し、災害に強いまちづくりを目指
し、公共施設の整備と宅地の利用増進を図ります。
　国庫補助金の減額内示による委託料、工事請負費、補償料の減額補正を行うとと
もに、負担金の減額補正を行うものです。また、公債管理特別会計において、市債
の借入額及び借入利率が見込みを下回ったことに伴い、減額補正を行うものです。

市長 △ 351,363

査定区分 A

補正前予算額 2,029,000

査定の考え方

会計名 南与野駅西口土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 84,000
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/与野まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

繰越明許費の追加

予算書Ｐ. 211

要求 △ 138,645＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 138,645　埼玉高速鉄道線浦和美園駅西口周辺の55.88haの区域を対象に、本市の副都心に
ふさわしい良好な市街地の整備を行うため、土地区画整理事業により道路・公園等
の都市基盤施設を整備・改善し、駅周辺の商業・業務機能の集積を図るとともに、
豊かな自然環境と調和した魅力ある住環境を形成することを目的とします。
　国庫補助金の内示額及び地区内における水道工事負担金が見込みを下回ったこと
による事業費の減額補正を行うものです。また、公債管理特別会計において、市債
の借入額及び借入利率が見込みを下回ったことに伴い、減額補正を行うものです。

市長 △ 138,645

査定区分 A

補正前予算額 2,012,000 

査定の考え方

会計名 指扇土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 143,075
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/日進・指扇周辺まちづくり事務所

〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 229

要求 △ 84,000＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 84,000

市長 △ 84,000

査定区分 A

補正前予算額 2,040,500

　南与野駅西口地区において、｢豊かな緑につつまれた公園のようなまち｣をまちづ
くりのテーマに、土地区画整理事業により人と環境に配慮した質の高い駅前広場や
都市計画道路等の都市基盤を有する良好な市街地の形成を図ります。
　負担金工事の延長を短縮したことによる負担金の減額補正を行うものです。ま
た、国庫補助金の減額内示による移転補償費の減額補正を行うものです。

査定の考え方

　指扇地区において、土地区画整理事業により道路・公園等の公共施設の整備・改
善を行い、災害に強い安全で快適なまちづくりを目指して、西大宮駅を核とする新
たな市街地の形成を図ります。
　国庫補助金の減額内示による事業費の減額補正を行うものです。また、公債管理
特別会計において、市債の借入額及び借入利率が見込みを下回ったことに伴い、減
額補正を行うものです。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 247

要求 △ 143,075＜事業の目的・内容＞

財政局長 △ 143,075

市長 △ 143,075

査定区分 A

補正前予算額 630,500 

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（特別会計） （単位：千円）

（企業会計） （単位：千円）

会計名 江川土地区画整理事業特別会計 補正額 △ 12,030
局/部/課 都市局/まちづくり推進部/岩槻まちづくり事務所 〔要求と査定経過〕

査定の考え方

会計名 公債管理特別会計 補正額 △ 266,214
局/部/課 財政局/財政部/財政課 〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 265 要求 △ 12,030

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 12,030

　江川地区は、岩槻区北部及び東部の土地区画整理事業地区と西部の既成市街地に
囲まれた、区の中央部(東武野田線の北側)に位置しています。
　本地区では土地区画整理事業により、岩槻駅、東岩槻駅を中心とした既成市街地
と一体化した良好な市街地の形成を図ります。
　保留地公売時に広告料を必要としなかったことによる役務費の減額補正を行うと
ともに、工事内容を見直したことによる工事請負費の減額補正を行うものです。

市長 △ 12,030

査定区分 A

補正前予算額 542,000 

査定の考え方

補正額 41,714 

〔要求と査定経過〕

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

予算書Ｐ. 279 要求 △ 266,214

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 △ 266,214

　一般会計、特別会計及び企業会計において借り入れた市債の元利償還を一括して
行います。また、借換債の発行、減債基金への積立て、当該積立金に係る運用益の
経理の明確化など、市債管理事務を適切に行います。
　埼玉高速鉄道(株)の抜本的な経営再構築に伴う債権の株式化(ＤＥＳ)により、貸
付金に充当した地方債の残高分を繰上償還する必要が生じたため、増額補正を行う
ものです。
　あわせて、新規発行した市債の借入額及び借入利率が当初の見込みを下回ったこ
と等により、減額補正を行うものです。

市長 △ 266,214

査定区分 A

補正前予算額 97,146,000 

会計名 病院事業会計
局/部/課 ①保健福祉局/市立病院経営部/庶務課 継続費の廃止

局/部/課 ②保健福祉局/市立病院経営部/庶務課病院施設整備室

局/部/課 ③保健福祉局/市立病院経営部/財務課

予算書 病院事業会計補正予算書

＜事業の目的・内容＞

　さいたま市唯一の市立病院として、また、地域の基幹病院として、市民が必要と
する医療機能と役割を持った信頼される病院を目指します。
　給与改定に伴う職員人件費の不足額について、補正を行うものです。
　また、市立病院託児棟建設工事について、地盤調査の結果、当初想定していな
かった杭工事が必要となり、今年度中の着工ができなくなったため、継続費を廃止
し、あわせて平成26年度事業費を減額する補正を行うものです。

要求 41,714 

財政局長 41,714 

市長 41,714 

査定区分 A

補正前予算額 19,029,453

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。査定の考え方

<継続費の廃止>

補正前
補正後
補正前
補正後
補正前
補正後 －

事 業 名

市 立 病 院 託 児 棟
建 設 工 事

0
計

100,400 0 100,400 0
－ － － －

0
－ － － － －

27
75,300 0 75,300 0

0
－ － － － －

26
25,100 0 25,100 0

年 度 年 割 額

財 源 内 訳

国県支出金 企 業 債
一般会計
負 担 金

損 益 勘 定
留保資金等

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満

-24-



（企業会計） （単位：千円）

〔要求と査定経過〕局/部/課 ②建設局/下水道部/下水道財務課

継続費の変更

査定区分 A

補正前予算額 51,298,633

査定の考え方

予算書 下水道事業会計補正予算書

＜事業の目的・内容＞

要求 △ 1,044,454局/部/課 ③建設局/下水道部/下水道維持管理課

財政局長 △ 1,044,454局/部/課 ④建設局/下水道部/下水道計画課

市長 △ 1,044,454

会計名 下水道事業会計 補正額 △ 1,044,454
局/部/課 ①建設局/下水道部/下水道総務課

　下水道施設の整備及び維持管理を実施します。
　下水道事業会計の適正な予算執行のため、当初の見込みより増加した流域下水道
維持管理負担金等についての増額補正及び決算見込み等による減額補正を行いま
す。

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

補正前

補正後

年　度 事業費

790,000 256,000 534,000 0

455,000 945,000 0

0

0
27

0

28
1,400,000

財　源　内　訳

195,000

1,400,000

0

29
455,000 945,000

企業債
損益勘定

留保資金等
国庫補助金

計

200,000 65,000 135,000

1,200,000 390,000 810,000

2,835,000

26

600,000

4,200,000 1,365,000

0200,000 65,000 135,000

405,000

0

1,390,000 283,000 1,107,000 0

2,980,000 799,000 2,181,000 0

〈継続費の変更〉公園３号幹線整備事業

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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６　予算要求及び査定の状況（議案第93号～第95号）
（１）　会計別一覧

（単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

458,650,901 2,477,204 2,469,204 2,469,204 2,469,204

国 民 健 康 保 険 事 業 118,545,146 624,654 624,654 624,654 624,654

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 19,585,143

介 護 保 険 事 業 73,439,771

母 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 業 67,773

食肉中央卸売市場及びと畜場事業 425,676

用 地 先 行 取 得 事 業 934,000

大 宮 駅 西 口 都 市 改 造 事 業 1,826,697

深 作 西 部 土 地 区 画 整 理 事 業 17,000

東 浦 和 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 1,677,637

浦和東部第一特定土地区画整理事業 1,873,355

南 与 野 駅 西 口 土 地 区 画 整 理 事 業 664,000

指 扇 土 地 区 画 整 理 事 業 487,425

江 川 土 地 区 画 整 理 事 業 529,970

南 平 野 土 地 区 画 整 理 事 業 23,500

大門下野田特定土地区画整理事業 43,500

公 債 管 理 96,879,786

計 317,020,379 624,654 624,654 624,654 624,654

企 水 道 事 業 46,963,085

業 病 院 事 業 19,071,167

会 下 水 道 事 業 50,254,179 119,000 119,000 119,000 119,000

計 計 116,288,431 119,000 119,000 119,000 119,000

891,959,711 3,220,858 3,212,858 3,212,858 3,212,858

会 計 名

一 般 会 計

特

別

会

計

合 計
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（２）　款別一覧(一般会計)
（歳　入） （単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

1 市 税 224,113,304 　   

2 地 方 譲 与 税 2,955,701 　   

3 利 子 割 交 付 金 417,000 　   

4 配 当 割 交 付 金 656,000 　   

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 129,000 　   

6 地 方 消 費 税 交 付 金 14,282,000 　   

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 73,000 　   

8 特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 1 　   

9 自 動 車 取 得 税 交 付 金 683,001 　   

10 軽 油 引 取 税 交 付 金 5,889,001 　   

11 地 方 特 例 交 付 金 904,483 　   

12 地 方 交 付 税 6,007,000 　   

13 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 424,000 　   

14 分 担 金 及 び 負 担 金 4,515,785 　 　 　

15 使 用 料 及 び 手 数 料 6,163,139 　 　 　

16 国 庫 支 出 金 74,836,701 1,271,806 1,271,806 1,271,806 1,271,806

17 県 支 出 金 16,689,087 361,500 361,500 361,500 361,500

18 財 産 収 入 971,415 　 　 　 　

19 寄 附 金 220,570 　 　 　 　

20 繰 入 金 5,815,640 741,898 733,898 733,898 733,898

21 繰 越 金 6,094,819 　 　 　 　

22 諸 収 入 30,876,315 1,400 1,400 1,400 1,400

23 市 債 55,933,939 100,600 100,600 100,600 100,600

458,650,901 2,477,204 2,469,204 2,469,204 2,469,204

（歳　出） （単位：千円）

補正前の額 要求額 財政局長査定 市長査定 補正額

1 議 会 費 1,693,221 　   

2 総 務 費 46,601,598 10,416 10,416 10,416 10,416

3 民 生 費 169,625,337 800,201 800,201 800,201 800,201

4 衛 生 費 52,686,677 15,000 7,500 7,500 7,500

5 労 働 費 536,906 23,062 23,062 23,062 23,062

6 農 林 水 産 業 費 1,731,053 1,500 1,500 1,500 1,500

7 商 工 費 16,003,153 1,285,000 1,284,500 1,284,500 1,284,500

8 土 木 費 71,397,083 342,025 342,025 342,025 342,025

9 消 防 費 16,940,883 　   

10 教 育 費 33,220,679 　 　 　

11 災 害 復 旧 費 5 　   

12 公 債 費 48,014,306 　   

13 予 備 費 200,000 　   

458,650,901 2,477,204 2,469,204 2,469,204 2,469,204

款

歳  入  合  計

款

歳　出　合　計
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（３）　事務事業別の要求と査定経過
（一般会計） （単位：千円）

15

15

15

歳入名称 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型） 補正額 111,895

局/部/課 都市戦略本部/都市経営戦略部 〔要求と査定経過〕

款/項/目 16款 国庫支出金/2項 国庫補助金/1目 総務費国庫補助金 予算書Ｐ. 要求 111,895

歳入名称 プレミアム付商品券支援事業補助金 補正額 360,000

局/部/課 経済局/経済部/商業振興課 〔要求と査定経過〕

＜歳入の内容＞ 財政局長 111,895

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣の受入れを行うため、補正を行うものです。

市長 111,895

査定区分 A

補正前予算額 －

款/項/目 16款 国庫支出金/2項 国庫補助金/1目 総務費国庫補助金 予算書Ｐ. 要求 838,604

局/部/課 ①政策局/政策企画部/企画調整課

局/部/課 ②都市戦略本部/都市経営戦略部

局/部/課 ③経済局/経済部/労働政策課

＜歳入の内容＞ 財政局長 360,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地域消費喚起・生活支援型）｣を活用した、県のプレミアム付商品券支援
事業補助金の受入れを行うため、補正を行うものです。

市長 360,000

査定区分 A

補正前予算額 －

事務事業名 企画調整事務事業外3事業 補正額 18,478

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

歳入名称 地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地域消費喚起・生活支援型） 補正額 838,604

局/部/課 政策局/政策企画部/企画調整課 〔要求と査定経過〕

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜歳入の内容＞ 財政局長 838,604

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地域消費喚起・生活支援型）｣の受入れを行うため、補正を行うもので
す。

市長 838,604

査定区分 A

補正前予算額 －

款/項/目 17款 県支出金/2項 県補助金/7目 商工費県補助金 予算書Ｐ. 要求 360,000

＜事業の目的・内容＞

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣に係る事業について、まち・ひと・しごと創生法に基
づき、平成27年度から平成31年度までを対象期間とする｢（仮称）さいたま市総合戦
略｣を、広く有識者等から意見を聴取しながら、別途策定する地方人口ビジョン並び
に就労等実態調査及び環境技術産業ポテンシャル調査を踏まえて策定するため、補
正を行うものです。

補正前予算額 －

18,478

局/部/課 ④経済局/経済部/産業展開推進課 18,478

款/項/目 2、5、7款 総務費、労働費、商工費 予算書Ｐ. 17,19

要求

財政局長

〔要求と査定経過〕

市長 18,478

査定区分 A

繰越明許費の追加

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

17

17

17

17

局/部/課 保健福祉局/福祉部/国民健康保険課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 3款 民生費/8項 国民健康保険費/1目 国民健康保険費 予算書Ｐ. 要求 624,654

事務事業名 国民健康保険事業特別会計繰出金 補正額 624,654

要求 15,604

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地域消費喚起・生活支援型）｣を活用し、多子世帯がプレミアム付商品券
を優先的に購入できる優先購入券を発行するため、補正を行うものです。

財政局長 15,604

局/部/課 保健福祉局/福祉部/福祉総務課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 3款 民生費/1項 社会福祉費/2目 社会福祉費 予算書Ｐ. 要求 159,943

事務事業名 社会福祉協議会等運営補助事業 補正額 159,943

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 子育て支援推進事業（子育て支援課） 補正額 15,604

局/部/課 子ども未来局/子ども育成部/子育て支援課

款/項/目 3款 民生費/4項 児童福祉費/2目 児童福祉費 予算書Ｐ.

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 624,654

　埼玉県国民健康保険団体連合会から示された保険財政共同安定化事業拠出金の額
が、当初の見込みを上回ることが判明したため、補正を行うものです。

市長 624,654

査定区分 A

補正前予算額 7,448,288

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

159,943

　国の平成26年度補正予算に伴い、社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会が実施す
る、一定の居住用不動産を担保として要保護の高齢者世帯に対し生活資金の貸付け
を行う、｢要保護世帯向け不動産担保型生活資金貸付事業｣について、さいたま市民
への貸付けに支障を来たすことがないよう補助金を交付するため、補正を行うもの
です。

市長 159,943

査定区分 A

補正前予算額 593,785

局/部/課 環境局/環境共生部/環境未来都市推進課

款/項/目 4款 衛生費/3項 環境対策費/2目 環境対策費 予算書Ｐ. 〔要求と査定経過〕

繰越明許費の変更

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 次世代自動車・スマートエネルギー特区推進事業 補正額 7,500

〔要求と査定経過〕

市長

査定区分

補正前予算額

A

15,604

200,102

繰越明許費の追加

＜事業の目的・内容＞

査定の考え方 事業手法、実施箇所等事業内容を精査しました。

＜事業の目的・内容＞ 要求 15,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、高機能型ホームエネルギーマネジメントシ
ステム(ＨＥＭＳ)を導入する市民に対し、その費用の一部を補助するため、補正を
行うものです。

財政局長 7,500

市長

査定区分

補正前予算額

7,500

D

191,550

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

17

19

19

19

事務事業名 雇用対策推進事業 補正額 20,000

＜事業の目的・内容＞ 要求 20,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、学校等を卒業後も安定した仕事に就けずに
いる若年者を支援するため、補正を行うものです。

財政局長 20,000

局/部/課 経済局/経済部/労働政策課

款/項/目 5款 労働費/1項 労働諸費/1目 労働諸費 予算書Ｐ. 〔要求と査定経過〕

市長

査定区分

補正前予算額

20,000

A

179,907

繰越明許費の追加

局/部/課 経済局/経済部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/3目 農業振興費 予算書Ｐ. 要求 1,500

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 農業政策推進事業 補正額 1,500

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 1,500

　国の平成26年度補正予算に伴い、人・農地プランに位置付けられた経営開始直後
の新規就農者の所得を確保するため、平成26年度から継続して青年就農給付金を受
給する者に対して、平成27年度給付分を前倒して給付するため、補正を行うもので
す。

市長 1,500

査定区分 A

補正前予算額 47,775

局/部/課 経済局/経済部/経済政策課

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 予算書Ｐ. 〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 中小企業支援事業 補正額 30,000

＜事業の目的・内容＞ 要求 30,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、販路開拓支援及び創業者支援事業を実施す
るほか、東日本・北陸地方の自治体と連携しながらにぎわい創出イベント及び
フォーラムを開催するため、補正を行うものです。

財政局長 30,000

市長

査定区分

補正前予算額

30,000

A

212,349

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

5,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、本市の先端環境技術の市場創出と販路開拓
推進を実施するため、補正を行うものです。

財政局長 5,000

査定の考え方

繰越明許費の追加

5,000

A

11,423

要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 環境技術産業推進事業 補正額 5,000

局/部/課 経済局/経済部/産業展開推進課

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 予算書Ｐ.

＜事業の目的・内容＞ 要求

〔要求と査定経過〕

市長

査定区分

補正前予算額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

19

19

19

19

局/部/課 経済局/経済部/産業展開推進課

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 予算書Ｐ. 〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

＜事業の目的・内容＞ 要求 25,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、医療ものづくり人材の育成、海外新市場開
拓の支援を実施するため、補正を行うものです。

財政局長 24,500

市長

査定区分

補正前予算額

24,500

B

査定区分

補正前予算額

1,200,000

A

171,337

事務事業名 新産業育成支援事業 補正額 24,500

局/部/課 経済局/経済部/商業振興課

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 予算書Ｐ. 〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

市長

査定の考え方 事業手法等事業内容を精査しました。

事務事業名 商店街振興事業 補正額 1,200,000

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

＜事業の目的・内容＞ 要求 1,200,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地域消費喚起・生活支援型）｣を活用し、プレミアム付商品券事業を実施
する団体に対して補助金を交付するため、補正を行うものです。

財政局長 1,200,000

187,082

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/3目 観光費 予算書Ｐ.

事務事業名 観光推進対策事業 補正額 20,000

局/部/課 経済局/観光政策部/観光政策課

〔要求と査定経過〕

繰越明許費の変更

＜事業の目的・内容＞ 要求 20,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）｣を活用し、外国人観光客を本市に呼び込むことを目的
に、旅行見本市でのインセンティブを活用した観光プロモーションを始め、イン
ターネット接続環境の向上や案内板の多言語表記など、おもてなしの事業推進に取
り組むため、補正を行うものです。

財政局長 20,000

市長

査定区分

補正前予算額

20,000

A

37,762

局/部/課 都市局/都市計画部/自転車まちづくり推進課

款/項/目 8款 土木費/4項 都市計画費/1目 都市計画総務費 予算書Ｐ.

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 交通政策事業 補正額 40,000

〔要求と査定経過〕

繰越明許費の追加

＜事業の目的・内容＞ 要求 40,000

　国の平成26年度補正予算において創設された｢地域活性化・地域住民生活等緊急支
援交付金（地方創生先行型）」を活用し、子育て世代の自転車利用を支援するた
め、電動アシスト付3人乗り自転車(親子自転車)利用のための安全講習会を開催する
とともに、受講者への当該自転車等の貸出しを実施するため、補正を行うもので
す。

財政局長 40,000

市長

査定区分

補正前予算額

40,000

A

126,859

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（一般会計） （単位：千円）

19

（一般会計：繰越明許費） （単位：千円）

7

局/部/課 都市局/まちづくり推進部/浦和西部まちづくり事務所

款/項/目 8款 土木費/5項 市街地再開発事業費/1目 市街地再開発事業費 予算書Ｐ.

事務事業名 武蔵浦和駅第３街区市街地再開発事業 補正額 302,025

〔要求と査定経過〕

繰越明許費の変更

＜事業の目的・内容＞ 要求 302,025

　国の平成26年度補正予算に伴い、補助金が追加内示されたことから、事業環境が
厳しい施行者へ補助金を交付するため、補正を行うものです。

財政局長 302,025

市長

査定区分

補正前予算額

302,025

A

1,056,500

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

事業名 農業経営支援事業外2事業 繰越明許費の追加

局/部/課 経済局/経済部/農業政策課外2課

予算書Ｐ.

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

6、8款 農林水産業費、土木費

繰越明許費の変更

市長

査定区分 A

－

＜事業の目的・内容＞ 要求 －

　繰越明許費の追加及び変更を行うものです。 財政局長 －

〔要求と査定経過〕

補正前予算額 －

（一般会計：繰越明許費変更）   予算書Ｐ.7 （単位：千円）

補正前 補正後

08 土木費 04
都市計
画費

交通バリアフリー推進事業 都市局 交通政策課 541,800 549,300

＜繰越理由＞
内方線付点状ブロックの整備に係る鉄道事業者への国庫補助金内示が第4四半期となり、年度内の事業
完了が見込めないため。

金額 金額
款 項 事業名 局名 課所室名

（一般会計：繰越明許費追加）   予算書Ｐ.7 （単位：千円）

06
農林水
産業費

01 農業費 農業経営支援事業 経済局 農業政策課 53,983

08 土木費 04
都市計
画費

指定緑地等設置・保全事業 都市局 みどり推進課 184,677

＜繰越理由＞
特別緑地保全地区計画地の取得について、地権者との調整に不測の日数を要したため。

＜繰越理由＞
平成26年2月の大雪により被災した農業者に対する、農業用施設の再建に係る支援事業について、施工事
業者の人材不足や資材不足により年度内の事業完了が見込めないため。

金額款 項 事業名 局名 課所室名

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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（特別会計）

（企業会計）

局/部/課 保健福祉局/福祉部/国民健康保険課 〔要求と査定経過〕

予算書Ｐ. 要求 624,654

会計名 国民健康保険事業特別会計 補正額 624,654

局/部/課 ①建設局/下水道部/下水道財務課 〔要求と査定経過〕

局/部/課 要求 119,000

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

27

会計名 下水道事業会計 補正額 119,000

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 624,654

　埼玉県国民健康保険団体連合会から示された保険財政共同安定化事業拠出金の額
が、当初の見込みを上回ることが判明したため、補正を行うものです。

市長 624,654

査定区分 A

補正前予算額 118,545,146

査定の考え方 要求内容及び積算について適正と認められるため、所管局の要求どおり計上しました。

②建設局/下水道部/下水道計画課

予算書 下水道事業会計補正予算書

＜事業の目的・内容＞

　国の平成26年度補正予算に基づき、｢自然災害リスクが高い地域・施設等における
緊急防災対応等｣に対する施策として、補正を行うものです。

財政局長 119,000

市長 119,000

査定区分 A

補正前予算額 50,254,179

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率
40％～60％　E:査定率40％未満
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